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近
年
、
教
育
史
分
野
で
は
前
近
代
の
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
が
、
国
文
学
分
野

で
は
雑
書
や
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。
本
書
は

こ
う
し
た
動
向
と
も
密
接
に
関
連
す
る
が
、「

家
」
や
生
活
文
化
を
専
門
と
す

る
歴
史
家
の
手
に
よ
る
だ
け
に
、
常
に
教
育
と
生
活
・
職
掌
と
の
具
体
的
関

連
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
点
、
ま
た
各
階
層
ご
と
の
差
異
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
点
な
ど
、前

二
分
野
の
論
考
と
は
一
線
を
画
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

 
第
Ⅰ
部
第
一
章
「
中
世
日
本
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
は
、
読
み
書
き
を
め

ぐ
る
意
識
、
お
よ
び
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
教
育
と
布
教
の
関
係
を
論
じ
る
。

第
二
章
「
興
福
寺
多
聞
院
と
庶
民
の
子
供
た
ち
」
で
は
寺
院
に
お
け
る
手
習

い
学
習
者
と
使
用
人
の
区
別
に
つ
い
て
、
第
三
章
「
毛
利
氏
家
臣
玉
木
吉
保

の
学
習
」
で
は
武
士
の
学
習
内
容
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。
 

 
第
Ⅱ
部
第
一
章
「
天
皇
の
学
問
と
侍
読
」
で
は
、
天
皇
の
学
問
と
政
治
と

の
関
係
、
お
よ
び
学
問
分
野
の
変
化
を
論
じ
る
。
第
二
章
「
足
利
学
校
の
学

問
と
教
育
」
で
は
、
足
利
学
校
で
の
教
授
内
容
、
特
に
易
学
に
つ
い
て
述
べ

る
。
 

 
第
Ⅲ
部
は
貴
族
た
ち
の
学
習
を
扱
っ
て
お
り
、
第
一
章
「
公
家
社
会
の
教

養
と
書
籍
」
で
は
、
日
記
に
見
え
る
書
目
の
分
析
か
ら
中
世
公
家
の
文
化
傾

向
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
二
章
「
三
条
西
公
条
と
学
問
」
は
漢
籍
学
習
の
傾

向
と
五
山
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
第
三
章
「
女
官
・
女
房
た
ち
の

学
習
・
読
書
」
で
は
、
女
官
・
上
流
貴
族
女
性
と
諸
大
夫
・
侍
ク
ラ
ス
の
女

房
達
と
で
読
書
傾
向
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 

 
第
Ⅳ
部
は
絵
画
史
料
と
学
習
と
の
関
わ
り
を
扱
う
。
第
一
章
「
後
花
園
天

皇
の
学
習
と
絵
巻
物
愛
好
」
で
は
貞
成
親
王
と
後
花
園
天
皇
の
間
で
な
さ
れ

た
和
書
・
絵
巻
物
の
や
り
取
り
と
、
同
天
皇
の
画
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第

二
章
「
公
家
の
日
記
に
み
え
る
お
伽
草
子
」
で
は
、
身
分
・
社
会
階
層
に
よ

っ
て
お
伽
草
子
享
受
の
あ
り
方
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
三
章
「
学

習
書
と
し
て
の
お
伽
草
子
」
で
は
、『

玉
藻
前
物
語
』
が
楽
書
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
学
習
書
と
し
て
の
機
能
を
論
ず
る
。
 

 
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
が
扱
う
階
層
は
極
め
て
幅
が
広
い
。「

教
育
や
学
問

は
、
人
間
・
社
会
・
文
化
等
を
根
底
か
ら
支
え
る
」
と
い
う
著
者
の
言
葉
通

り
、
本
書
で
は
中
世
社
会
そ
の
も
の
の
再
生
産
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
影
響
も
ま
た
、
広
範
な
分
野
に
及
び
得
る
。
 

 
文
化
史
へ
の
影
響
は
言
う
ま
で
も
な
く
多
大
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
新
旧

の
学
問
や
古
典
文
化
、
新
興
文
化
が
、
ど
の
階
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た

の
か
を
精
細
に
跡
付
け
て
お
り
、
芳
賀
幸
四
郎
を
始
め
と
す
る
通
説
の
再
検

討
が
図
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
新
興
文
化
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
る
天
皇
・
公

家
の
姿
を
活
写
し
た
点
は
、
室
町
・
戦
国
期
の
文
化
史
を
め
ぐ
る
近
年
の
動

向
と
響
き
合
う
成
果
と
言
え
る
。
 

 
ま
た
、リ

テ
ラ
シ
ー
の
問
題
は
文
献
史
学
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

あ
る
史
料
の
成
立
圏
や
享
受
圏
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、
史
料
の

性
格
は
異
な
っ
た
解
釈
を
生
む
。
そ
の
点
で
、
本
書
が
女
性
や
庶
民
と
い
っ
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た
把
握
困
難
な
層
に
ま
で
論
及
し
て
い
る
点
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。 

 
個
人
や
社
会
は
学
び
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
動
態
性
に
気
付
か
せ

て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。
是
非
一
読
を
勧
め
た
い
。
 
 
 
（

辻 
浩
和
）
 

           

             


